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マイナカード保険証利⽤、本格運⽤先送り トラブルで 

厚⽣労働省は医療機関で受診する際に健康保険証の代わりにマイナンバーカードを利⽤でき
るシステムについて、予定していた本格運⽤の開始を3⽉下旬から先送りする⽅針を固めた。
⼀部の医療機関で試⾏したところ、患者が健康保険に加⼊していることが確認できないトラ
ブルが複数起きた。

患者が医療機関の窓⼝に設置された顔認証付きリーダーにマイナカードをかざすことで、患
者がどの健康保険に加⼊しているかをオンラインで確認する。4⽇から⼀部の医療機関や調剤
薬局での試⾏が始まっており、⾜元では全国54施設で実施している。従来の保険証の持参を
不要とする本格運⽤の開始を3⽉下旬中に予定していた。

本格運⽤の開始時期は現時点で未定という。

関係者によると、試⾏ではカードをかざしても、本来の保険証に記載された情報と⼀致しな
かった事例があったという。健康保険を運営する企業などの保険者側のデータ⼊⼒に誤りが
あったことが原因の⼀つとみられている。厚労省は導⼊する医療機関を慎重に広げる考え
だ。

記事利⽤について

顔認証付きリーダーにマイナカードをかざして使う
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厚労省は試⾏では念のため従来の保険証を持参するよう求めており、今後も当⾯は持参を呼
びかける。10⽉にはマイナカードのシステムを使い、患者が同意すれば過去に受診したこと
がない医療機関でも今までに処⽅された薬の情報を共有できるようになる予定だ。
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